
　
九
州
の
基
幹
産
業
は
自
動
車
と

半
導
体
。
こ
の
２
大
産
業
を
柱
と

す
る
産
業
構
造
は
今
後
も
続
く
だ

ろ
う
。
一
方
で
、
そ
こ
だ
け
に
頼

ら
な
い
、
新
た
な
柱
と
な
る
産
業

の
育
成
は
地
域
活
性
化
に
不
可
欠

だ
。
こ
こ
で
は
次
代
の
九
州
を
担

う
期
待
が
か
か
る
、
各
地
で
ま
か

れ
た
新
産
業
の
「
種
」
や
「
芽
」

を
紹
介
す
る
。

進
む
温
泉
発
電
大
分
｜

育成研修では観光地での実地研修も実施した

地
域
挙
げ
て
「
食
」
に
か
け
る
熊
本
｜

　
熊
本
県
は
「
く
ま
も
と
県

南
フ
ー
ド
バ
レ
ー
構
想
」
を

進
め
て
い
る
。
八
代
、
水
俣

・
芦
北
、
人
吉
・
球
磨
の
各

地
域
か
ら
成
る
、
県
南
地
域

を
中
心
に
し
た
取
り
組
み

だ
。
盛
ん
な
農
林
水
産
業
を

核
に
「
食
」
を
通
じ
た
６
次

産
業
化
な
ど
の
産
業
振
興
を

目
指
す
。
こ
の
構
想
に
お
け

る
「
食
」
は
食
品
そ
の
も
の

に
限
ら
な
い
。
イ
グ
サ
や

花
、
木
材
な
ど
の
一
次
産

品
、
ま
た
加
工
食
品
・
飲

料
、
医
薬
・
化
粧
品
、
資
器

材
や
機
械
と
い
っ
た
関
連
産

業
も
含
め
る
こ
と
で
総
合
力

を
持
た
せ
て
、
産
業
全
体
の

底
上
げ
を
図
る
。

　
背
景
に
あ
る
の
は
同
地
域

が
抱
え
る
人
口
減
少
や
高
い

高
齢
化
率
、
雇
用
環
境
な
ど

の
課
題
。
県
内
で
も
特
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
こ

の
構
想
の
実
現
に
よ
り
活
性

化
さ
せ
る
。

　
だ
が
強
み
も
あ
る
。
農
産

物
加
工
に
取
り
組
む
農
家
の

割
合
が
高
く
、
６
次
産
業
化

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
高
い
。

ま
た
ト
マ
ト
、
シ
ョ
ウ
ガ
な

ど
国
内
シ
ェ
ア
の
高
い
産
品

や
、
球
磨
焼
酎
と
い
っ
た
地

域
ブ
ラ
ン
ド
化
で
き
る
素
地

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
強
み
を

人
材
育
成
や
関
係
者
の
連
携

強
化
な
ど
に
よ
り
、
結
び
つ

け
て
い
く
。

　

年
７
月
に
フ
ー
ド
バ
レ

ー
構
想
の
推
進
協
議
会
を
設

立
。
農
林
水
産
業
者
を
は
じ

め
、
民
間
か
ら
は
卸
売
り
・

小
売
り
や
物
流
、
金
融
、
製

造
な
ど
が
参
加
。
こ
の
ほ
か

商
工
会
や
教
育
機
関
な
ど
を

加
え
て
、
約
５
０
０
社
・
団

体
を
超
え
る
産
学
官
組
織
と

な
っ
た
。
今
後
は
協
議
会
が

中
心
と
な
っ
て
進
め
て
い
く

ほ
か
、
隣
接
す
る
宇
城
地
域

や
天
草
地
域
と
も
一
体
的
に

連
携
す
る
ほ
か
、
将
来
は
県

全
体
へ
の
活
動
拡
大
を
目
指

す
。

コスメのアジア拠点へ佐賀

ＪＣＣには地域を超えた期待も

　
佐
賀
県
で
は
化
粧
品
産
業

の
集
積
と
振
興
を
進
め
る
動

き
が
本
格
的
に
始
動
し
た
。

年

月
に
は
産
学
官
を
メ

ン
バ
ー
と
す
る
推
進
組
織
・

ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー

Ｊ
Ｃ
Ｃ

が
、
佐
賀
県
唐
津
市
で
発

足
。
会
長
に
フ
ラ
ン
ス
の
同

産
業
集
積
地
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
バ
レ
ー
の
ア
ル
バ
ン
・
ミ

ュ
ラ
ー
名
誉
会
長
が
就
任

し
、
地
域
や
国
を
超
え
た
連

携
体
制
を
築
く
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
民
間
ベ

ー
ス
で
の
活
動
が
中
心
だ
っ

た
が
、

年
か
ら
一
気
に
地

域
を
挙
げ
た
動
き
へ
と
加
速

し
た
。
佐
賀
県
は
庁
内
に
専

任
組
織
を
設
け
た
ほ
か
、

年
度
予
算
に
唐
津
コ
ス
メ
テ

ィ
ッ
ク
構
想
推
進
事
業
と
し

て
５
９
５
０
万
円
を
計
上
。

関
連
産
業
や
研
究
機
関
が
集

積
し
、
環
境
や
生
活
に
配
慮

さ
れ
た
国
際
的
な
都
市
と
し

て
「
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ

ス
タ
ー
＆
コ
ス
メ
ポ
リ
タ
ン

・
シ
テ
ィ
」
を
掲
げ
て
推
進

す
る
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
フ
ラ
ン
ス
の
化

粧
品
関
連
企
業
と
連
携
を
進

め
る
ほ
か
、
原
料
栽
培
か
ら

加
工
製
造
、
販
売
ま
で
一
貫

し
た
６
次
産
業
の
体
制
づ
く

り
を
支
援
す
る
。
最
終
的
に

は
大
消
費
地
と
な
る
ア
ジ
ア

市
場
に
、
安
心
・
安
全
・
高

品
質
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
日

本
製
ブ
ラ
ン
ド
で
攻
勢
を
か

け
て
い
く
。
１
月
に
来
日
し

た
ミ
ュ
ラ
ー
Ｊ
Ｃ
Ｃ
会
長

は
、
「
メ
ー
ド
・
イ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
で
あ
る
こ
と
が
重

要
。
日
本
で
つ
く
る
こ
と
が

ア
ジ
ア
で
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
強
調
し
た
。

ターボブレードが開発中の
「湯けむり発電システム」

　
温
泉
と
い
え
ば
九
州
が
誇

る
魅
力
の
一
つ
。
中
で
も
大

分
は
、
別
府
や
湯
布
院
を
は

じ
め
数
々
の
温
泉
地
を
抱
え

る
温
泉
県
だ
。
こ
こ
で
観

光
資
源
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
電
源
と
し
て
の
潜
在
性

を
生
か
す
動
き
が
進
ん
で
い

る
。
大
分
に
は
国
内
最
大
の

地
熱
発
電
所
・
九
州
電
力
八

丁
原
発
電
所

大
分
県
九
重

町

が
あ
る
。
現
在
、
存
在

感
を
出
し
始
め
て
い
る
の

は
、
温
泉
地
で
発
生
す
る
蒸

気
な
ど
余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
小
規
模
発
電
だ
。

　
大
分
県
は
２
０
１
４
年
度

予
算
に
、
地
熱
の
利
用
普
及

に
向
け
た
温
泉
熱
発
電
シ
ス

テ
ム
と
地
熱
利
用
型
ハ
ウ
ス

の
整
備
費
と
し
て
２
億
４
８

７
７
万
円
を
盛
り
込
み
、
利

用
を
促
進
す
る
。
県
内
で
は

流
体
関
連
機
器
の
開
発
・
設

計
を
手
が
け
る
タ
ー
ボ
ブ
レ

ー
ド

大
分
市

が
、
小
型

の
地
熱
発
電
装
置
の
実
証
実

験
を
進
め
て
い
る
。
出
力
は

３

。
既
設
の
温
泉
井
戸

か
ら
噴
出
す
る
熱
水
と
蒸
気

で
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
た
め
、

従
来
装
置
よ
り
低
コ
ス
ト
で

設
置
で
き
る
。

　
大
分
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取
り

制
度
の
認
定
状
況

資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
ま
と
め
、

年

月
時
点

に
お
い
て
、
地

熱
は
８
件
と
全
国
最
多
。
出

力
は
小
規
模
の
も
の
も
多
い

が
、
地
域
に
根
差
し
た
分
散

型
小
規
模
エ
ネ
ル
ギ
ー
網

マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

の

構
築
に
お
い
て
は
期
待
が
で

き
る
。
温
泉
発
電
県
と
呼

ば
れ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ

な
い
。

海洋エネ実証を誘致佐賀・長崎・鹿児島
　
内
閣
府
が
２
月
ま
で
実
施

し
て
い
た
、
海
洋
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
証
フ
ィ
ー

ル
ド
の
公
募
に
、
九
州
か
ら

は
佐
賀
と
長
崎
、
鹿
児
島
の

３
県
が
応
募
し
た
。

　
佐
賀
県
は
唐
津
市
加
部
島

沖
で
洋
上
風
力
と
潮
力
を
組

み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

発
電
を
行
う
。
す
で
に
三
井

海
洋
開
発
が
実
証
実
験
を
行

う
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

　
長
崎
県
は
五
島
市
と
西
海

市
・
新
上
五
島
町
の
２
地
域

で
応
募
。
五
島
市
は
洋
上
風

力
と
潮
流
の
発
電
適
地
と
し

て
２
海
域
を
設
定
。
さ
ら
に

西
海
市
・
新
上
五
島
町
で
は

潮
流
発
電
の
小
型
実
証
機
の

実
験
適
地
と
し
た
。

　
そ
し
て
鹿
児
島
県
は
長
島

町
沖
を
潮
流
の
、
ま
た
ト
カ

ラ
列
島
の
十
島
村
沖
を
海
流

の
実
証
地
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
海
洋
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
で
は
、
佐
賀
大
学
海

洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ

ー
が
２
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
工

科
大
学
海
洋
温
度
差
研
究
セ

ン
タ
ー
と
共
同
研
究
に
関
す

る
協
定
を
締
結
。
佐
賀
大
は

表
層
と
深
層
の
温
度
差
を
利

用
し
て
発
電
す
る
海
洋
温
度

差
発
電
の
研
究
で
、
有
望
な

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
を
海
外
で

得
て
、
研
究
を
推
進
す
る
。

ま
ず
は
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ

州
沖
で
の
海
洋
温
度
差
発
電

の
実
証
に
向
け
て
事
業
化
調

査
な
ど
を
進
め
る
。
実
験
が

う
ま
く
進
め
ば
、
日
本
国
内

の
産
業
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
も
期
待
で
き
る
。

　
国
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
の

決
定
は

年
度
に
な
る
が
、

実
証
地
と
な
れ
ば
将
来
の
研

究
機
関
や
企
業
の
誘
致
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

九州新産業マップ

観光を基幹産業に九州全域
　
九
州
７
県
と
福
岡
市
は

年
２
月
に
、
国
の
地
域
活
性

化
総
合
特
区
「
九
州
ア
ジ
ア

観
光
ア
イ
ラ
ン
ド
総
合
特

区
」
と
な
っ
た
。
九
州
で
は

年
の
観
光
消
費
額
３
・
５

兆
円

年
実
績
２
・
１
兆

円

、
訪
日
外
国
人
数
約
４

４
０
万
人

同
１
０
０
万

人

な
ど
を
目
標
に
掲
げ
て

い
る
。
九
州
観
光
推
進
機
構

福
岡
市
中
央
区

の
石
原

進
会
長
は
「
観
光
を
九
州
の

基
幹
産
業
に
す
る
」
と
し
て

お
り
、
自
治
体
と
と
も
に
観

光
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
今
年
２
月
に
は
特
区
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
制
度
と

し
て
、
７
県
１
市
と
同
機
構

が
主
催
す
る
「
特
区
ガ
イ
ド

育
成
研
修
」
が
ス
タ
ー
ト
。

国
家
試
験
を
受
け
な
く
て

も
、
独
自
研
修
と
福
岡
県
知

事
の
登
録
に
よ
り
、
九
州
内

で
有
償
の
通
訳
案
内
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
観
光
産
業

の
拡
大
に
と
っ
て
大
き
な
柱

と
な
る
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

受
け
入
れ
に
向
け
て
体
制
を

整
え
る
。

　
初
の
研
修
は
３
月
ま
で
九

州
各
地
で
実
施
し
た
。
中
国

語
と
韓
国
語
を
合
わ
せ
て
約

５
０
０
人
が
受
講
。
語
学
研

修
や
観
光
概
要
、
旅
程
管
理

と
い
っ
た
座
学
の
ほ
か
、
観

光
地
で
の
実
務
研
修
も
行
っ

た
。
不
足
し
て
い
る
通
訳
案

内
士
を
大
量
に
カ
バ
ー
で
き

る
制
度
と
し
て
期
待
を
か
け

る
。

　
こ
の
ほ
か
特
区
と
し
て
は

同
機
構
が
中
心
に
な
り
、
魅

力
が
多
す
ぎ
る
九
州
の
観

光
資
源
を
、
誘
致
国
ご
と
に

し
ぼ
り
込
ん
で
ア
ピ
ー
ル
す

る
な
ど
Ｐ
Ｒ
戦
略
を
見
直

す
。
ま
た
イ
ン
フ
ラ
や
Ｃ
Ｉ

Ｑ

税
関
、
入
管
、
検
疫

の
迅
速
化
な
ど
を
含
め
て
進

め
て
い
く
構
え
だ
。
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